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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年11月18日(2010.11.18)

【公表番号】特表2010-508134(P2010-508134A)
【公表日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2009-531426(P2009-531426)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   5/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/29     (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   3/46     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   5/06    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｄ   5/29    　　　　
   Ｇ０１Ｊ   3/46    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ   7/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月30日(2010.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定する方法であって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得する工程と、
　ｃ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｄ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する、工程と、
を含む方法。
【請求項２】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定する方法であって、
　ａ）測色デバイスを用いて前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）撮像デバイスを用いて１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングの１つ以上
の対象画像を取得する工程と、
　ｃ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程と、
　ｄ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
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特性および外観特性と比較する工程と、
　ｅ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む方法。
【請求項３】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイスと、
　ｃ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｄ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｅ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記外観データを受信する工程と、
　　ｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記憶
された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｉｉ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択す
る工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外
観データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステム。
【請求項４】
　効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマッ
チング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）事前設定照度で前記対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと
、
　ｃ）１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を
前記撮像デバイスの方向に方向付ける照明デバイスと、
　ｄ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｅ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｆ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記対象画像を受信する工程と、
　　ｉｉ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成す
る工程と、
　　ｉｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記
憶された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｖ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する
工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観
データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　　　　　　　　　　　　　　　表 7. 処方選択結果

　以下に本発明の態様を示す。
１．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマ
ッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得する工程と、
　ｃ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｄ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する、工程と、
を含む方法。
２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記１に記載の方法。
３．前記色データが分光反射率データを含む、上記１に記載の方法。
４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部、
またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記１に記載の方法。
５．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記１に記載の方法。
６．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記１に記載の方法
。
７．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上のマ
ッチング処方を同定する方法であって、
　ａ）測色デバイスを用いて前記対象コーティングの色データを取得する工程と、
　ｂ）撮像デバイスを用いて１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングの１つ以上
の対象画像を取得する工程と、
　ｃ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成する工
程と、
　ｄ）前記色データおよび前記外観データをコーティングデータベース中に記憶された色
特性および外観特性と比較する工程と、
　ｅ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する工程
であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観デー
タにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む方法。
８．前記工程ｂ）が、
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　ｉ）少なくとも２つの前記事前設定照度で前記対象コーティングに逐次的に照明を施す
ことと、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向
に方向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
９．前記工程ｂ）が、
　ｉ）固定照明角でかつ前記事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施すことと、
　ｉｉ）前記対象コーティングの前記効果顔料がさまざまな明るさを呈する有効強度の有
効照明を選択することと、
　ｉｉｉ）前記有効照明の反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向に方
向付けて前記対象コーティングの少なくとも１つの画像を取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
１０．前記工程ｂ）が、
　ｉ）２つ以上の照明角でかつ前記１つ以上の事前設定強度で前記対象コーティングに逐
次的に照明を施すことと、
　ｉｉ）前記照明のそれぞれの反射を前記対象コーティングから前記撮像デバイスの方向
に方向付けて、前記対象コーティングの１つ以上の対象画像を逐次的に取り込むことと、
を含む、上記７に記載の方法。
１１．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記７
～１０のいずれか一項に記載の方法。
１２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記７～１０のいず
れか一項に記載の方法。
１３．前記色データが分光反射率データを含む、上記７～１０のいずれか一項に記載の方
法。
１４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記７～１０のいずれか一
項に記載の方法。
１５．前記撮像デバイスがディジタルイメージャーである、上記７～１０のいずれか一項
に記載の方法。
１６．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記７～１０のいずれか一項に
記載の方法。
１７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記７～１０のい
ずれか一項に記載の方法。
１８．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの同一の部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記７～１０のいずれか一項に記載の方法。
１９．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの異なる部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記７～１０のいずれか一項に記載の方法。
２０．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上の
マッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）前記対象コーティングの外観データを取得するための外観測定デバイスと、
　ｃ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｄ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｅ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記外観データを受信する工程と、
　　ｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記憶
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された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｉｉ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択す
る工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外
観データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステム。
２１．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記２
０に記載のシステム。
２２．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記２０に記載のシ
ステム。
２３．前記色データが分光反射率データを含む、上記２０に記載のシステム。
２４．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記２０に記載のシステム
。
２５．前記外観測定デバイスがディジタルイメージャーである、上記２０に記載のシステ
ム。
２６．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記２０に記載のシステム。
２７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記２０に記載の
システム。
２８．効果顔料を含有する対象コーティングの色および外観にマッチングする１つ以上の
マッチング処方を同定するシステムであって、
　ａ）前記対象コーティングの色データを取得するための測色デバイスと、
　ｂ）事前設定照度で前記対象コーティングの対象画像を取得するための撮像デバイスと
、
　ｃ）１つ以上の事前設定照度で前記対象コーティングに照明を施して前記照明の反射を
前記撮像デバイスの方向に方向付ける照明デバイスと、
　ｄ）プロセッサーとメモリー要素とを含む計算デバイスと、
　ｅ）色特性と外観特性とに関連付けられたコーティング処方を含有するコーティングデ
ータベースであって、前記計算デバイスからアクセス可能であるコーティングデータベー
スと、
　ｆ）以下の工程、すなわち、
　　ｉ）前記対象コーティングの前記色データおよび前記対象画像を受信する工程と、
　　ｉｉ）前記対象画像から前記対象コーティングの特性を測定して外観データを生成す
る工程と、
　　ｉｉｉ）前記色データおよび前記外観データを前記コーティングデータベース中に記
憶された色特性および外観特性と比較する工程と、
　　ｉｖ）前記コーティングデータベースから１つ以上の前記マッチング処方を選択する
工程であって、前記マッチング処方は、前記色データにマッチングする色特性と前記外観
データにマッチングする外観特性とを有する工程と、
を含む計算プロセスを前記計算デバイスに実行させるようにする、前記メモリー要素中に
作動的に存在する計算プログラムプロダクトと、
を含むシステム。
２９．前記測色デバイスが、測色計、分光光度計、または変角分光光度計である、上記２
８に記載のシステム。
３０．前記色データがＬ*，ａ*，ｂ*値またはＬ，Ｃ，ｈ値を含む、上記２８に記載のシ
ステム。
３１．前記色データが、車両の色コード、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）、ＶＩＮの一部
、またはそれらの組合せから選択される色識別コードを含む、上記２８に記載のシステム
。
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３２．前記撮像デバイスがディジタルイメージャーである、上記２８に記載のシステム。
３３．前記効果顔料がゴニオアパレントフレークである、上記２８に記載のシステム。
３４．前記照明デバイスが、照度を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシステ
ム。
３５．前記照明デバイスが、照明角を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシス
テム。
３６．前記測色デバイスが、照明角を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシス
テム。
３７．前記測色デバイスが、照度を調整するための手段を含む、上記２８に記載のシステ
ム。
３８．前記色データおよび前記外観データを記憶しかつ取り出すための第２のデータベー
スをさらに含み、前記第２のデータベースが前記計算デバイスからアクセス可能である、
上記２８に記載のシステム。
３９．前記測色デバイスが、有線接続または無線接続を介して前記計算デバイスに作動的
に結合されている、上記２８に記載のシステム。
４０．前記撮像デバイスが、有線接続または無線接続を介して前記計算デバイスに作動的
に結合されている、上記２８に記載のシステム。
４１．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが１つのハウジングユニット内に構成さ
れている、上記２８に記載のシステム。
４２．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが個別のハウジングユニット内に構成さ
れている、上記２８に記載のシステム。
４３．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの同一の部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記２８に記載のシステム。
４４．前記測色デバイスおよび前記撮像デバイスが、前記対象コーティングの異なる部分
から前記色データおよび前記対象画像を同時にまたは逐次的に取得するように構成されて
いる、上記２８に記載のシステム。
４５．前記計算デバイスがポータブル計算デバイスである、上記２８に記載のシステム。
４６．前記ポータブル計算デバイスが、無線接続を介して前記測色デバイスまたは前記撮
像デバイスに作動的に結合されている、上記４５に記載のシステム。
４７．前記対象コーティングが自動車の車体の表面に固定されている、上記２８に記載の
システム。
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